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１ 総説 

令和２年４月２日現在 

（１）概要 

近年、食肉を由来とする腸管出血性大腸菌などによる食中毒、鳥インフルエンザや口

蹄疫及び豚熱などの発生により、人々の食肉の安全への関心が高まっている。 

牛や豚が食用にされる場合は、「と畜場法」によりと畜場でと殺・解体され、検査員

による検査を受けることが法律で義務付けられており、姫路市食肉衛生検査センターで

は、消費者に安全な食肉を届けるために、所管する和牛マスター食肉センターにて下記

の業務を行っている。 

 

① 疾病の排除 

と畜場で処理される獣畜（牛）から、１頭ごとのと畜検査により疾病のある獣畜やそ

れら由来の食肉を排除。必要に応じて、微生物検査や病理検査などの精密検査を実施し

ている。 

 

② 衛生指導 

食肉処理工程において、動物の体表面や消化管内に含まれている有害微生物からの食

肉の汚染を防ぐために、と畜事業者等に危害分析・重要管理点方式（HACCP）による衛

生指導を実施。                         

 

③ 残留有害物質の排除 

生産段階で家畜に使用される動物用医薬品の使用が適切であるか、食肉を検体とし、

モニタリング検査を実施。 

 

④ 輸出対応業務 

所管施設において牛肉の輸出が平成２９年８月から開始。食肉を海外へ輸出するため

には、輸出相手国ごとに定められた要領・要綱に基づき、と殺から食肉処理までを衛生

的に行うことが必要である。当センターでは、「農林水産物及び食品の輸出の促進に関

する法律」に基づく衛生監視、検証及び衛生証明書の発行業務を実施している。 

 

（２）所在地  

〒670-8530 

兵庫県姫路市坂田町 3 

姫路市保健所内 
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（３）組織 

① 沿革 

平成２７年３月 姫路市食肉センタ―が民間譲渡されることに伴い、同敷地内の検

査室が現在地（保健所内）に移転。 

平成２９年４月 「食肉衛生検査センター」が保健所衛生課から独立。庶務担当、輸

出対応担当、精密検査担当という現在の組織体制となる。 

平成３０年５月 検査体制の充実を図るための、新検査センターが竣工し、現在の検

査設備となる。 

 

② 組織図 

 

 

（４）職員構成 

 

 

（５）事務分掌 

食肉衛生検査センター事務分掌（姫路市行政組織規則より） 

1 と畜場法(昭和 28 年法律第 114 号)に関すること。 

2 食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律(平成 2 年法律第 70 号)に関

すること。 

食品衛生監視員

所長 係長 技術主任 技師 技師補 技術員 課長補佐
- 1 1

輸出対応班 2 4 1 1 8
精密検査班 1 2 1 2 6

計 1 1 4 5 2 1 1 15 4 19

4

獣医師 非常勤
獣医師

合計小計
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3 牛海綿状脳症対策特別措置法(平成 14 年法律第 70 号)に関すること。 

4 食品衛生法(昭和 22 年法律第 233 号)に関すること(主にと畜場及びこれに付帯

する食肉処理加工施設等に関すること。)。 

5 農林水産物及び食品の輸出の促進に関する法律（令和元年法律第 57号）に関す

ること（食肉に関することに限る。）。 

 

（６）建物 

保健所西棟４階・５階、約３００㎡ 

４階 

細菌検査室、サルモネラ検査室、BSE 検査室、滅菌室、更衣

室、洗濯室 

※検査室及び滅菌室に関しては、BSL2 を確保 

５階 病理検査室、理化学検査室、倉庫 
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（７）主要検査機器 

（８）手数料 

検査手数料 

牛・馬 490 円 

豚（150kg 未満） 160 円 

豚（150kg 以上） 160 円 

緬羊・山羊・とく 160 円 

  

その他 

輸出する食品の衛生に関する証明書の発行 1 通につき 600 円 

それ以外の証明書の発行    1 通につき 300 円 

 

（９）所管すると畜場 

和牛マスター食肉センター 

姫路市東郷町 1451-5 

許可頭数  大動物 200 頭／日 

と畜場使用料 6,634 円 

と畜解体料 2,898 円 
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２ 食肉衛生検査結果 

  

（１）年度別と畜検査頭数              

年度 牛 豚 

20 10,203  4,318  

21 11,330  4,517  

22 11,449  4,643  

23 10,933  4,463  

24 12,042  4,268  

25 11,947  2,835  

26 12,149  2,034  

27 11,766  1,540  

28 9,547    

29 17,224    

30 19,837    

元 23,136    

 

※豚解体は、平成 28 年度以降廃止。 
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（２）月別と畜検査頭数 

令和元年度 

  

月 牛 備考 

4 1840   

5 1603   

6 1699   

7 2124   

8 1683 とく 1頭含む 

9 1929 とく 3頭含む 

10 1959   

11 2502   

12 2161   

1 2028   

2 1699   

3 1909   

合計 23,136   
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（３）牛の種類別解体検査頭数の推移 

令和元年度 

 

年度 和牛 乳牛 
交雑種・

他 

20 1,834 6,462 1,907 

21 2,755 6,224 2,351 

22 3,104 6,146 2,199 

23 3,947 4,848 2,138 

24 4,801 4,648 2,593 

25 4,430 4,572 2,945 

26 4,246 4,206 3,697 

27 3,882 4,855 3,029 

28 2,949 4,409 2,189 

29 7,012 6,116 4,096 

30 8,855 6,855 4,127 

元 11,801 7,325 4,010 
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（４）産地別と畜検査頭数  

令和元年度 

 

北海道 3,935   兵庫 3,755  

青森 4   和歌山 12  

岩手 345   島根 574  

宮城 142   岡山 783  

秋田 182   広島 132  

山形 53   山口 32  

茨城 3,568   徳島 413  

栃木 1,115   香川 990  

群馬 7   高知 1  

埼玉 297   福岡 313  

千葉 179   佐賀 239  

新潟 276   長崎 210  

長野 86   熊本 293  

愛知 81   大分 243  

三重 5   宮崎 1,500  

滋賀 280   鹿児島 2,908  

京都 4   沖縄 179  

   合計 23,136  
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（５）病畜牛  

診断書の診断名による分類（重複計上あり） 

 

 

25 26 27 28 29 30 元

肺炎 4 3 3 4 12 21 26
腰痿 2
関節炎 1 2 2 2 1
脱臼 1 6 3 1
骨折 1
捻挫 1
心膜炎 1
胃腸炎 4 2 3 2 1 3 1
腸捻転 1
コクシジウム症 1
腎炎 1 1
腸炎 2 3 3
肝炎 7 4 6 3 6 12 10
尿石症 1 1 3 2 3 5
包皮炎 1
脂肪壊死症 3 9 6 5 9 21
腫瘍 1
下顎腫瘤 1 1
蹄葉炎 1
脊髄損傷
乳房炎 3 1
ダウナー症候群 3
胎子浸漬 1
前膝膿瘍 1
慢性鼓脹症 1
中耳炎 2
筋炎 1 3
乳房損傷 1
ヘルニア 1
脱肛 1 1
合計 20 27 41 18 32 55 73

診断名 年度
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（６）とさつの禁止又は廃棄したものの原因別頭数 

令和元年度 

 

 

                 

 

禁　　止 0 0
全部廃棄 11 1 1 2 7 11
一部廃棄 15,113 1 16 17 700 13 11,216 2,328 5,166 19,457
禁　　止 0 0
全部廃棄 0 0
一部廃棄 4 1 4 1 6

禁　　止 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全部廃棄 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2 0 7 11
一部廃棄 15,117 0 0 1 0 0 0 0 16 17 0 701 13 11,220 2,328 5,167 19,463

計
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（７）切迫と殺数 

 

 

（８）解体禁止頭数 

 
          21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 

 

牛 
敗血症                      

その他                      

豚 

敗血症                      

豚丹毒                      

膿毒症                      

その他                      

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

（９）全部廃棄頭数 

 
＊平成 28 年度については黄疸・水腫の両方で廃棄になったものが 1 頭あり。

敗血症 1 1 1 2 2 2 3

膿毒症

黄疸 2 3 2 1 2 1 3 5 1

炎症 1 1 2

尿毒症 2 1 4 1 8 8 3 8 11 1 1

水腫 1 1 5 4 2 1 4 5 1

その他 1 1 9 4 6 6 4 10 8 14 7

小計 3 3 5 17 13 21 20 10 26 27 21 11

敗血症 1 1 1

膿毒症 1

水腫 1

小計 0 0 1 2 1 0 0 1

3 3 6 19 14 21 20 11 26 27 21 11

元30282726 29

豚

合計

23 24 25

牛

　 20 21 22区分
年度

                     21 22 23 24 25 26 

 

27 28 29 30 元 

切
迫
と
殺 

不慮の災害に 
よる負傷 

              
 

  
  

不慮の災害で救うことの
できない状態               

 
  

  

難産                    

産褥麻痺                    

急性鼓脹症                    

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

区分 年度 

年度 

区分 
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３ 精密検査業務 

  平成元年度実績 

 

（１）精密検査実施状況 

 

① 頭数別  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　精　密　検　査　に　基　づ　く　措　置　実　施　頭　数
　

牛 豚 他 牛 豚 他 牛 豚 他 牛 豚 他 禁止 全廃 一廃  合格
21 10 8 3 0 10 8 3
1 1 0 1 0 0

22 0 0 0 11 0 0 8 0 0 3 0 0 0 11 8 3

項目
実施
頭数

禁止 全部廃棄 一部廃棄

一般畜
病　畜
合　計

合　　計
内　訳

合　格
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② 項目別 

 

①炭　　　疽
②豚  丹  毒
③ｻﾙﾓﾈﾗ病
④結  核  病
⑤ﾄｷｿﾌﾟﾗｽﾞﾏ病
⑥ﾋﾟﾛﾌﾟﾗｽﾞﾏ病
⑦膿  毒  症
⑧放 線 菌 病
⑨敗血症ｰ1疣状心内膜炎 1 6 6 1 13 1
　　　　　　ｰ2そ   の   他
非定型抗酸菌症
気腫疽
寄生虫症

7 8 8 1 6
1 2 2 1

11 51 67 10 128 7 2 2

⑮残抗検査 ｰ1 一 般 畜

その他 2 5 5 2
22 6 6 0 0 51 67 0 26 0 0 0 0 0 0 0 156 0 11 8 3

牛枝肉拭き取り 70 720 12
病理学的検索 12

合　　計 70 0 720 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
調査研究

細菌検査 病理
抗菌性物質

　　　　　　　  ｰ2 病    畜
　　　　　 　　 ｰ3 切 迫 畜

　　　　　　検査項目
直
接
鏡
検

好
気
培
養

嫌
気
培
養検査対象疾病等の内訳

合　　　計

検
査
延
頭
数

感
染
症

⑬炎   症
⑭変性､萎縮､水腫

  　　　  ｰ2 そ の 他

そ
の
他

同
定

直
接
鏡
検

組
織
検
査

理
化
学
検
査

血
液
検
査

簡易

⑩尿  毒  症
⑪黄   疸
⑫腫瘍 ｰ1 白 血 病

分離
推定

高速

液ク

ロ
他

寄
生
虫
原
虫

動
物
試
験

検
査
延
件
数

と
殺
禁
止

解
体
禁
止

全
部
廃
棄

一
部
廃
棄

合
格

措置（延頭数）
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（２）牛海綿状脳症（BSE）スクリーニング検査結果状況 

 

 

 

 

 

 

＊1 生後 24 ヶ月齢以上の牛のうち、生体検査において運動障害、知覚過敏、反射又は

意識障害等の神経症状が疑われたもの及び全身症状を呈する牛 

 

（３）残留有害物質モニタリング検査 

 

厚生労働省通知に基づき、任意に選んだ一般畜から検体を採取し、環境衛生研究所へ

検査を依頼した。 

モニタリング検査の結果、食品衛生法に定められた基準値を超えるものはなかった。 

 

畜種 検査頭数 
動物用医薬品 

検体数 陽性検体数 

牛 12 28 0 

 

※動物用医薬品 20～34 項目：オキソリニック酸、アルベンダゾール等 

  

症状を呈する牛 ＊1 その他の牛 計 

陰性 陽性 計 陰性 陽性 計 陰性 陽性 計 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 
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（４）枝肉の拭き取り検査  

①一般細菌数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②大腸菌群数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③サルモネラ検査 

米国農務省食品安全検査局（FSIS）監修ガイドブックによる方法により、胸部、腹部

及び肛門周囲から拭き取りを行い、140 頭（140 検体）全てにおいてサルモネラ陰性で

あった。 

 

（５）ＳＴＥＣ検査 

 米国農務省食品安全検査局（FSIS）監修ガイドブックによる方法により、冷蔵トリミ

ング肉を対象に、ＳＴＥＣ検査を実施。結果はすべて陰性であった。 

 

 

 

  

 

 

検査部位 

 

 

検

査

件

数 

一般細菌数  個/cm２ 

10

未

満 

10 

～ 

49 

50 

～ 

99 

100 

～ 

499 

500 

～ 

999 

1000 

以上 
測定不能 

胸部 30 26 4 0 0 0 0 0 

肛門周囲部 30 28 2 0 0 0 0 0 

腹部 30 24 4 1 1 0 0 0 

 

 

検査部位 

 

 

検

査

件

数 

大腸菌群数 個/cm２ 

3 

未

満 

3 

～ 

9 

10 

～ 

49 

50 

～

99 

100 

以上 

 

測定不能 

胸部 30 30 0 0 0 0 0 

肛門周囲部 30 30 0 0 0 0 0 

腹部 30 28 2 0 0 0 0 
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（６）学会等報告 

 演題 報告学会等 

H 

30 

 

牛枝肉衛生状態の微生物学的評価：対米輸出

認定要綱に基づくサルモネラ検査を通じて 
獣医学術近畿地区学会 

リアルタイム PCR を利用した消化管各部にお

ける STEC 保菌状況調査 
兵庫県食肉衛生検査所協議会 

枝肉冷却工程における表面温度変化の検証に

ついて 
兵庫県食肉衛生検査所協議会 

R 

1 

米国農務省食品安全検査局査察における一連

の対応 
兵庫県食肉衛生検査所協議会 
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３ 輸出対応業務 

（１）牛肉輸出認定状況 

平成 29年 6 月 対ミャンマー、ベトナム認定 

平成 29年 9 月 対台湾、タイ、マカオ認定 

平成 30年 12 月 対フィリピン輸出認定 

令和元年 5 月 対米国、シンガポール認定 

令和元年 6 月 対香港、カナダ、オーストラリア、ウルグアイ及

びアルゼンチン認定 

令和元年７月 対 EU 認定 

 

（２）衛生管理の検証 

①標準作業手順書（SSOP）の検証 

SSOP の評価や、SSOP の手順、モニタリング及び改善処置の実施記録の点検、現場

での査察を行うことにより、衛生管理手順の妥当性及び効果を検証する。 

 

②HACCP システムの検証 

HACCP システムによる衛生管理が適切に実施されていることを検証するために、

HACCP 計画の点検、CCP の記録の点検及び逸脱発生時の改善措置の評価等を実施す

る。また、食肉の安全性を判断するため、枝肉のサルモネラ検査及び冷蔵トリミング肉

に対するＳＴＥＣ検査を実施する。 

 

③糞便、消化管内容物及び乳房内容物に関する衛生的なとさつ・解体の検証 

全ての枝肉において、糞便、消化管内容物及び乳房内容物で汚染されていないことを

検証する。 

 

④製品再検査 

製造される部分肉について、製品の衛生・品質水準を確保するため、官能検査を行

う。 
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（３）輸出実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管轄施設における輸出実績（輸出量、衛生証明書発行件数）          

    
上段：輸出量㎏             

下段：衛生証明書発行件数（再発行含む） 

  
ミャン

マー 
台湾 マカオ タイ 

フィリピ

ン 

ベトナ

ム 

アメリ

カ 

シンガポ

ール 
香港 カナダ 

オースト

ラリア 
ＥＵ等 

ニュージーラ

ンド 
合計 

H29 1,351.0  31,477.5  2,584.4  4,147.2                    39560.1  

  3  70  20  18                    111.0  

H30 949.8  43,593.5  4,653.3  26,844.0  539.7                  76580.3  

  6  149  58  74  2                  289.0  

R 元 1244.3 46234.2 3054.6 28780 4107.4 4041.8 23518.6 25994.1 48559.6 2203.3 7024.1 38160.7 40.7 232963.4  

  7 235 46 174 23 34 149 172 108 16 21 142 1 1128.0  
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